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　７月18日、児童館、母親クラブ（甫坂賀子会長）主

催の児童館なつまつりが児童委員さんや六美第二あけ

ぼの会のおじいちゃん、おばあちゃんの協力を得て行

われました。

　母親クラブのお母さん方の手作り″おみこし″を、

ワッショイ！ワッショイ！の掛け声をかけながら元気

よく担いだり、児童委員さんやおじいちゃん、おばあ

ちゃんのお店でヨーヨーやお菓子をつったり、スイカ

割りをするなど、子どもたちの楽しいなつまつりが繰

り広げられました。

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政課　毎月巧日発行　〒32糾0292栃木県下都賀郡壬生町通週日2番22号　�0282一82ﾊﾟ234
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すまし応復私たちが
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
。

高
齢
（
概
ね
6
5
歳
以
上
の
方
）
で
心
身
に
障
害
、
ま
た
痴

呆
な
ど
の
方
が
い
ら
っ
し
や
る
ご
家
庭
へ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
身
体
介
護
や
家
事
援
助
、
相

談
に
対
す
る
助
言
な
ど
を
行
う
制
度
で
す
。

　
町
で
は
、
現
在
６
人
の
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
４
人

の
非
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
配
置
し
、
皆
さ
ま
の
要
請

に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
1
0
年
度
に
4
7
名
の

　
　
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
え
る

圀

の
か
？

Ｆ
Ｉ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
次
の
よ

ロ

う
な
仕
事
を
し
ま
す
。

◇
身
体
介
護
に
関
す
る
こ
と

　
＊
食
事
の
介
助

　
゛
＊
排
泄
の
介
助

(在宅介護支援センターにも

　　　　　　1名のホームヘルパーがおります)

方
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。

　
働
い
た
り
、
介
護
し
た
り
で
は
家
族
の
負
担
が
増
え
て

き
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
頼
む
こ
と
に
対
し
、

世
間
体
な
ど
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
適
性
か
つ
迅
速
な
派
遣
決
定
が
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
概
要
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
＊
衣
類
着
脱
の
介
肋

　
＊
身
体
の
清
拭
、
洗
髪

　
＊
通
院
等
の
介
助

　
＊
そ
の
他
必
要
な
身
体
の
介
肋

◇
家
事
援
助
に
関
す
る
こ
と

　
＊
調
理

　
＊
衣
類
の
洗
濯
、
補
修

　
＊
住
居
等
の
掃
除
、
整
理
整
頓

　
＊
生
活
必
需
品
の
買
い
物

　
＊
関
係
機
関
と
の
連
絡

　
＊
そ
の
他
必
要
な
家
事

◇
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と
な
ど

　
　
家
庭
内
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

圀

ダ
・

　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
家
庭
を

□

訪
問
し
て
い
る
の
で
、
家
庭
の

状
況
な
ど
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
知

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
職
務

上
知
り
え
た
秘
密
は
、
外
に
漏
ら
さ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
家

庭
の
状
況
が
他
人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
を
頼

圀
む
に
は
、
ど
こ
へ
申
し
込
み
を

　
　
す
る
の
で
す
か
？

　
　
　
申
し
込
み
は
、
お
近
く
の
民
生

□

（
福
祉
）
委
員
や
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
町
民
生
部
福
祉

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
人
が
希
望

す
る
援
助
方
法
や
訪
問
曜
日
、
訪
問
の

必
要
性
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に
担
当

職
員
が
事
前
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

圀

用
時
間
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
？

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
時
間
帯

は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
1
5
分
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
時
間
外

の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
身
体
介
護
に
つ
い
て

　
＊
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
・
午
前
ア
時
～
午
前
８
時
3
0
分

　
　
　
・
午
後
５
時
1
5
分
～
午
後
ア
時

　
＊
土
曜
日

　
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
1
5
分

◇
介
護
相
談

　
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　
2
4
時
間
体
制
で
介
護
相
談
を
お
受
け

　
し
て
い
ま
す
。

家
族
が
い
て
も
来
て
も
ら
え
る

の
で
す
か
？

　
　
　
介
護
は
家
族
だ
け
で
担
え
る
も

□

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一

部
を
専
門
職
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、

本
人
も
安
心
し
て
家
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
と
同
時
に
、
生
き
が
い
を
見
つ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
介
護
し
て
い

る
家
族
も
介
護
の
負
担
が
和
ら
ぎ
、
ゆ

と
り
を
持
っ
て
本
人
に
援
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
目
的

は
、
介
護
負
担
な
ど
に
よ
っ
て
、
家
族

の
和
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
支
援
す
る

こ
と
で
す
。

　
当
然
、
家
族
の
い
る
方
も
訪
問
い
た

し
ま
す
。

圀
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま

　
。
　
す
か
？

。
。
壬
生
町
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

□

益
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
‐
－
－
－
－
－
―
‐
－
－
－
‐

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

昔
町
民
生
部
福
祉
課

昔
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

曇
壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会

ｙ
）

�
82

�
86

�
82

‐
‐
i
‐

C
＼
jC
Y
)
9

‐
‐
C
y
)
L
r
)
l
s
。
(
7
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－
７
只
）
ｑ
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２

フ
サ
ー
ビ
ス
ｑ
＆
Ａ



平
成
９
年
度
決
算
状
況
報
告

抑
千
生
直
］
゛
ダ
乖
戸
‐
4
1
拝
収
ｙ
一
タ
１
四

ぐ

　
　
（
社
）
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
　
　
加
を
希
望
す
る
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
組
織
し
、
自

高
齢
者
が
持
っ
て
い
る
技
能
や
経
験
を
生
か
し
な
　
　
主
的
に
運
営
し
て
い
る
団
体
で
す
。

が
ら
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
が
い
を
高
め
健
　
　
　
こ
こ
に
、
平
成
９
年
度
の
事
業
並
び
に
収
支
決

康
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
社
会
参
　
　
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
３
月
3
1
日
現
在
、
会
員
数
は
１
６
３
名
で
前
年
同

朋
に
比
べ
、
3
3
名
の
増
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
1
0
年
３
月
３
１
日
現
在
の
壬
生
町
の
6
0
歳
以
上
の

人
目
は
８
。
０
５
６
人
で
、
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
加
大
宰
は
約
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆会員年齢構成

年齢区分 男 女 計 構成比閣

60歳未満 ０ １ １ Ｉ

60～64歳 32 10 42 26

65～69歳 １８ □ 31 19

70～74歳 28 28 56 34

75～79歳 10 10 20 12

80～84歳 ５ フ 12 フ

85歳以上 １ ０ １ １

合　計 94 69 163 100

女83歳

女59歳

女ｱ1歳

☆最高年齢　男88歳

☆最低年齢　男61歳

☆平均年齢　男69歳

☆全体平均　　ZO歳

　
平
成
９
年
度
の
受
託
件
数
は
、
１
。
３
２
５
件
で
前
年
に
比

べ
２
０
４
件
増
え
ま
し
た
。
就
業
延
人
員
は
１
２
。
８
８
３
名

で
月
平
均
―
。
０
７
４
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
業
実
人
員
は
、

１
４
２
名
で
会
員
拡
散
１
６
３
名
に
対
し
て
８
７
・
―
％
と
高

い
就
業
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
種
別
の
受
託
事
業
実
績
は
、

左
表
の
通
り
で
す
。

　
職
種
に
つ
い
て
は
、
技
術
部
で
は
特
殊
技
術
と
し
て
各

種
自
動
車
の
運
転
（
総
合
公
園
の
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
）
、
技

能
部
で
は
、
喪
具
・
表
装
作
業
、
植
木
の
剪
定
作
業
な
ど
、
事

務
部
で
は
、
一
般
事
務
、

筆
耕
・
毛
筆
賞
状
書
き

な
ど
、
管
理
部
で
は
、

施
設
管
理
の
建
物
管
理

な
ど
、
一
般
作
業
群
で
は
、

清
掃
・
除
草
作
業
、
農

作
業
補
助
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
群
で
は
、
福
祉
：
冪
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

平
成
９
年
度
の
主
な
什

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆職種別受託実績

区　　分 受注件数 延人員

技　術　群 12 224

技　能　群 467 3,340

事　務　群 36 195

管　理　群 26 471

折衝外交群 １ ２

一般作業群 ｱ67 8,452

サービス群 16 199

社会活動 ０ ０

擁斜ｻｰﾋﾞｽ 12 168

その他ｻｰﾋﾞｽ ４ 31

そ　の　他 ０ ０

合　　計 1､325 12,883

算
概
要

　
平
成
９
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
７

０
８
１
万
１
千
万
円
で
し
た
が
、
そ
の

後
補
正
予
算
案
を
組
み
、
当
初
に
比
べ

１
１
・
６
％
増
の
７
。
９
０
４
万
４
。

９
３
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
済
額
は
、
７
。
８
２
９
万
２
。

１
０
９
円
で
収
入
予
算
額
の
９
９
・

Ｏ
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
出
済
額
は
、
７
。
２
３
０

万
―
。
６
６
９
円
で
、
支
出
予
算
額
の

９
１
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

(単位:円:剔収入の部

……立科,｡……目…………………,,,JJJJJ

予騨丿降…

…

…|

三収入済噺]ﾚ
収 入 率 ‾

♂ ♂ ♂ ♂ ♂ 　 　 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % % % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ 〃

受　託　事　業 63,275,930 62,535,127 98.8

独　自　事　業 242,000 223,550 92.4

会　　　　　　費 235,000 247,500 105.3

補　　助　　金 11,369,000 11,369,815 100.0

寄　　付　　金 1,000 ０ ０

雑　　収　　人 10,000 5,706 57』

惜　　人　　金 1,000 ０ ０

特定預金取崩 1,000 ０ ０

繰　　越　　金 3､910,000 3,910,411 100.0

合　計 79､044,930 78,292,109 99.0

(単位:円:％)支出の部

科　目 予算額 支出済額 支出率

事　　業　　費 61､095,930 60,346,526 98.8

管　　理　　費 13,025,000 H,488,143 88.2

固定資産取得支出費 1,000 ０ ０

借入金返済支出費 1,000 ０ ０

特定預金支出費 468,000 467,000 99.8

職員退職給与金 1,000 ０ ０

予　　備　　費 4,453,000 ０ ０

合　計 79,044,930 72,301､669 91.5

　
　
　
Ｌ
－
－
－
－
－
－
－
ｒ

　
　
　
（
社
）
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

に
任
せ
て
い
た
だ
け
る
仕
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
並
び
に
同
セ
ン
タ
ー

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
壬
生
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
８
２
－
４
６
８
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２
１
４
６
８
７

だ
さ
い
。

３

業
概
＼
要
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マスコット

　キャラクター

わたしに名前をつけてください

　平成12年秋に壬生町・宇都宮市を会場に開催される、花と緑の祭典

「第17回全国都市緑化とちぎフェア」の、壬生町実行委員会の設立会

議と第１回総会が７月22日、壬生中央公民館で行われました。

　実行委員会長の清水町長は、「フェアに向けて、道路・公回等の整

備を推し進めるほか、ソフト面では、フェアのＰＲと、『夢と活力に

あふれた緑園都市みぶ』の創造に向け、町全体が一致団結して、緑化

フェアを成功させたい｡」と述べました。

　役員・委員には、行政機関や関係団体の代表者・役職者、緑化にか

かわる団体、学識経験者などが会長の清水町長から委嘱され、緑化フ

ェアの開催に向けて第一歩を踏み出しました。

●愛　　称

　マロニエとちぎ緑花祭2000

●開催テーマ

　　「つなぐ緑　　つくる緑　　こころの緑」

●開催期間

　平成12年（2000年）９月９目（土）～11月５日（目）［５８日問］

●主　　催

　栃木県、宇都宮市、壬生町、（財）都市緑化基金

　
壬
生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
田
中

一
男
会
長
）
主
催
の
壬
生
町
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
７
月
2
8
日
、
会
員

約
4
0
名
が
参
加
し
て
、
長
梅
雨
の
晴
れ

間
を
ぬ
っ
て
町
総
合
運
動
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
協
会
主
催
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
兼
ね
、
一
人
一
人
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
体
力
の
維
持
増
進
・
機
能
向
上
、

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、
友
情
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
指
導
員
８
名
の
も
と
、
４
種
目
の
競

技
（
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
・
ペ
タ
ン
ク
・
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

こ
に
一
人
２
種
目
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

前
半
・
後
半
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
日
頃

の
運
動
不
足
の
解
消
に
励
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
賂
）

①
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
ー
位
小
平
テ
ル
　
２
位
野
口
正
明

　
３
位
松
本
末
造

②
ペ
タ
ン
ク

　
ー
位
森
け
い
子
　
２
位
渡
辺
英
雄

　
３
位
朝
日
昭

　
北
九
州
市
立
総
合
体
育
館
で
、
７
月

２
４
日
～
２
６
日
に
行
わ
れ
た
第
1
5
回
全
国

少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
、
み

ぶ
チ
ビ
ッ
コ
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
の
４
人

の
小
学
生
が
優
勝
こ
旱
優
勝
に
か
が
や

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
の
総
合
点
数
で
争
う
団

体
の
部
で
も
優
勝
し
、
大
活
躍
を
み
せ

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

女
　
　
子

●
小
学
３
年
生
　
戸
塚
徴

j嚇弩

③
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　
ー
位
刀
川
秀
司
　
２
位
田
中
一
男

　
３
位
本
村
保

④
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

１
位
落
合
万
一

３
位
浅
井
安
義

僕
　
勝

●
小
学
６
年
生

　
優
　
勝

●
小
学
４
年
生

　
準
優
勝

男
　
　
子

●
小
学
５
年
生

　
優
　
勝

団
　
　
体

●
1
0
犬
以
下
の
部

２
位
細
井
重
雄

　
　
鈴
木
幸
子

や
塚
撒

　
　
鈴
木
七
恵

２
６
晦
徴

　
　
川
村
茶
摘

３
６
塚
級

　
　
寺
内
隆
史

優
　
勝
　
み
ふ
チ
ビ
ッ
コ
レ
ス
リ
ン
グ
教
皇

鈴
木
幸
子
、
川
村
茶
摘
、
鈴
木
七
恵
、

寺
内
隆
史
、
川
村
い
の
り
、
川
村
剛
、

鈴
木
由
佳

４



　
上
稲
葉
の
円
宗
寺
に
あ
る
ケ
ヤ
キ

は
、
栃
木
県
の
天
然
記
合
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
県
の
「
名
木
百

選
」
に
も
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
栃
木
県

を
代
表
す
る
名
木
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ケ
ヤ
キ
は
、
高
さ
約
4
5
ｍ
、
幹
の
太

さ
約
８
・
５
ｍ
で
樹
齢
６
０
０
年
以
上

と
推
定
さ
れ
、
ケ
ヤ
キ
と
し
て
は
県
内

で
も
１
、
２
の
古
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
本
の
ケ
ヤ
キ
が
合
体
し
て
い

認　μ／１　．ﾆ

釜　．‥　　　　　ｊ

の　　　　　　　　　　　　　　‾:

jj財産の

白運用と税

却
益
な
ど
財
産
の
運
用
に
よ
る
所
得

は
、
そ
の
年
中
の
他
の
所
得
と
総
合
し

て
所
得
税
を
計
算
し
納
税
す
る
の
が
原

則
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
所
得
の
中
に
は

非
課
税
と
な
る
も
の
、
支
払
い
の
と
き

に
源
泉
徴
収
さ
れ
て
課
税
関
係
の
終
了

す
る
も
の
（
源
泉
分
離
課
税
）
、
確
定

る
こ
と
か
ら
「
夫
婦
ケ
ヤ
キ
」
や
「
縁

結
び
の
ケ
ヤ
キ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
２
年
程
前
か
ら
枝
枯
れ
が

目
立
ち
始
め
、
同
時
に
樹
木
内
部
も
腐

食
が
大
き
く
な
り
始
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
、
樹
木
医
の
高
野
栄

一
氏
の
診
断
の
も
と
に
、
所
有
者
の
円

宗
寺
（
中
里
晃
教
住
職
）
で
は
、
県
並

び
に
町
の
補
助
金
を
受
け
て
樹
勢
回
復

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

申
告
を
要
し
な
い
も
の
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
課
税
の
方
法
も
様
々
で
す
。

《
利
子
を
受
け
取
っ
た
と
き
》

　
預
貯
金
の
利
子
に
つ
い
て
は
、
非
課

税
制
度
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
い

て
、
原
則
と
し
て
一
律
2
0
％
　
（
内

５
％
は
地
方
税
）
の
税
率
で
源
泉
分
離

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
預
貯
金
の
非
課
現
制
度
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
お
年
寄
り
等
の
マ
ル
優
・
特
別
マ
ル

　
優
・
郵
便
貯
金
等
（
各
３
５
０
万
円
）

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
財
形
住
宅
貯
蓄
・

　
財
形
年
金
貯
蓄
　
（
計
５
５
０
万
円
）

③
納
税
準
備
預
金
・
納
税
貯
蓄
組
合
預

　
作
業
は
、
枯
枯
れ
が
始
ま
っ
て
い
た

腐
朽
部
の
切
除
と
折
本
内
部
の
腐
食
部

分
を
く
り
ぬ
き
、
空
洞
部
に
ウ
レ
タ
ン

を
充
て
ん
す
る
な
ど
、
名
本
の
治
療
を

行
い
ま
し
た
。

　
治
療
に
あ
た
っ
た
高
野
氏
に
よ
れ

ば
、
5
0
年
も
経
て
ば
、
樹
皮
に
よ
り
治

療
の
跡
も
覆
わ
れ
て
く
る
と
の
こ
と

で
、
今
年
も
写
真
の
よ
う
に
、
ケ
ヤ
キ

は
緑
の
葉
に
覆
わ
れ
、
そ
の
見
事
な
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
金
・
こ
ど
も
銀
行
の
預
貯
金

《
配
当
を
受
け
取
っ
た
と
き
》

　
株
式
な
ど
の
配
当
に
つ
い
て
は
、

2
0
％
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
、
確
定
申
告

に
よ
り
他
の
所
得
と
合
算
す
る
「
総
合

課
税
」
が
原
則
で
す
が
、
同
一
法
人
か

ら
一
回
に
支
払
い
を
受
け
る
金
額
が
2
5

万
円
（
年
一
回
決
算
の
も
の
は
5
0
万
円
）

未
満
の
場
合
に
は
、
「
源
泉
分
離
課
税

の
選
択
申
告
書
」
を
提
出
し
て
3
5
％
の

源
泉
分
離
課
税
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

空
洞
部
に
ウ
レ
タ
ン
処
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
元
気
に
緑
の
葉
に
覆
わ
れ
た
円
宗
寺
の
ケ
ヤ
牛

《
株
式
等
を
譲
渡
し
た
と
き
》

　
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
に
つ
い

て
は
、
他
の
所
得
と
区
分
し
て
確
定
申

告
で
税
金
を
納
め
る
「
申
告
分
分
離
課

税
制
度
」
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
上
場
株
式
等
を
証
券
業
者

を
通
じ
て
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
2
0
％

の
源
泉
徴
収
だ
け
で
納
税
が
完
了
す
る

「
源
泉
分
離
課
税
制
度
」
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
号
．
ル
フ
会
員
帯
を
譲
渡
し
た
と
き
》

　
た
だ
し
、
発
行
済
株
式
総
数
の
５
％
　
　
　
譲
渡
所
得
と
し
て
総
合
課
税
さ
れ
ま

以
上
を
有
す
る
株
主
が
受
け
取
る
も
の
　
　
す
。

は
、
こ
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

｜《
弱
弱
債
の
償
還
差
益
》

税
ド
バ
斜
詣
且
の

こ
諸
諸
Ｊ
ド
七

　
2
0
％
（
内
５
％
は
地
方
税
）
の
税
率

で
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
５
年
を
超
え
る
保
険
の
差
益

は
、
一
時
所
得
と
し
て
総
合
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
（
�
芦

０
８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

―
Ｏ

Ｌ
Ｖ

５



嫡嫡
　
心
の
教
育
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を

受
け
て
い
る
城
南
自
治
会
（
佐
藤
徳
一
会

＝

＝

已 ＿

ﾘj
-

■-■

一
一
一一

・八

　緑の募金運動にご協力いただき、誠にありがとうご

さいました。

　皆さま方の暖かい善意は、身近な緑化の推進をはじ

め、貴重な水資源を確保するための森林整備、地球温

暖化防止に必要なみどりの環境を守り育てることなど

に使わせていただきます。

1,391,349円

長
）
で
は
７
且
ハ
ー
日
、
小
小
学
生
を
持
つ

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
大
出
壬
生
小
学

校
長
、
竹
田
壬
生
中
学
校
長
や
自
治
会
関

係
者
が
参
加
し
「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る

た
め
に
家
庭
や
地
域
の
大
人
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
」
を
テ
ー
ー
マ
に
「
心
の
教
育
」
の

集
い
を
城
南
公
民
館
で
関
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
県
の
「
心

の
教
育
推
進
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、
５
自
治
会
（
至
宝
町
南
、
お

も
ち
ゃ
の
ま
ち
、
駅
束
、
上
田
、
城
市

に
お
い
て
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
と
子

ど
も
の
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
、
今
後
２
年
間
に
わ
た
り
、
様
々

990,600円

359,026円

32,891円

　　845円

30,000円

20,000円

　　931円

20,000円

13,928円

○募金額

○募金内訳

　◇家庭募金

　◇職場募金

　　内訳＊おもちや団地協同組合

　　　　＊カスミ壬生店

　　　　＊千生町建設業協同組合
　　　　＊千生町造園組合

　　　　＊セブンイレブン壬生店

＊古河機械金属(株)壬生工場
＊(株)アーレスティ栃木

な
事
業
が
推
進
さ
れ
、
そ
の
Ｉ
つ
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
集
い
で
は
、
大
出
壬
生
小
学
校
長
か
ら

美
し
い
物
に
感
動
す
る
心
の
育
成
、
竹
田

壬
生
中
学
校
長
か
ら
豊
か
な
体
験
活
動
を

通
し
て
の
心
作
り
な
ど
、
小
・
中
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
る
心
の
教
育
の
現
状
が
説

明
さ
れ
た
後
、
「
地
域
の
大
人
が
で
き
る

こ
と
は
何
か
」
の
話
し
合
い
に
入
り
、
地

域
即
ち
親
た
ち
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
ら
れ
る
体
制
づ

く
り
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
な
ど
、
当

事
者
な
ら
で
は
の
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　　　＊(株)星の宮カントリークラブ6,094円

　　　＊壬生郵便局　　　　　　　　2,039円

　　　＊とちぎコープおもちやまち店1,308円

　　　＊壬生町役場　　　　　　　154,147円

　　　＊摺箔医科大学　　　　　　　ﾌO,196円

　　　＊宮の森カントリークラブ　　3,OOO円

　　　＊シンユーストア　　　　　　3,647円

◇一般募金　渡辺　一男様　　　　　5,000円

◇街頭募金

　　藤井レング祭り・県民の日　　36√723円

　　　　　　　　　(壬生町緑化推進委員会)
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　農業・農村の持つ美しい自然や景観､貴重な伝統文化を生かし、誰か

らも愛される魅力あるふるさとを創造する個性あるむらづくり運動

「ふるさとルネッサンス」の一環として、町生活改善クラブの14団体で

は、長道などを花で飾る花いっぱい運動を展開しています。

　これは、地域の快適な環境づくりを目指すとともに、うるおいとや

すらぎを実感できる農村環境づく㈲こ取り組むもので、９月には、こ

れらのコンク犬ﾚも行われます。

　７月29田こ、北小林生活改善クラブの皆さんの作業を取材しました

が、マリーゴールドなど

の花がすでに咲き、この

[]はシニアや[]々草が植

えられました。

　草取りや肥料管理など

もクラブ員の皆さんの手

で行われ、まもなく、白

や赤、黄色などの花で飾

られ、うるおいとやすら

ぎの長道風景になるでし

ょう。

Ｊ
ｎ
一
眼
薗
蹟
術
前
皿

W ゛

　
旧
稲
葉
・
南
犬
飼
阿
付
と
の
合
併
・
統
合
以
前
に
組

織
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
今
ま
で
南
犬
飼
・
稲
葉
・
壬

生
の
３
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
町
内
の
戦
没
者
遺
族
会

が
、
戦
後
5
0
年
を
過
ぎ
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し

団
結
し
て
運
営
を
行
お
う
と
、
７
月
2
2
日
に
東
雲
荘
で

聞
か
れ
た
総
会
に
よ
り
３
地
区
の
遺
族
会
が
統
合
さ

れ
、
「
壬
生
町
遺
族
会
」
（
小
田
垣
英
一
郎
会
長
）
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
町
長
、
三
上
義
市
町
慰
霊
牌
管
現
要
員
会
長
ら

の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
会
則
の
議
決
、
役
員
の
選
任

な
ど
の
議
事
が
行
わ
れ
、
壬
生
町
遺
族
会
と
し
て
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

６

ダ



参
議
院
議
員
選
挙
結
果

本
町
の
投
票
率
は
5
4
・
4
1
％

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
ア
月
1
2
日
執
行
さ

れ
、
公
職
選
拳
法
の
改
正
に
伴
う
投
票
時
間
の

延
長
に
よ
り
、
午
前
ア
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、

町
内
1
9
の
投
票
所
で
栃
木
県
選
出
議
員
選
挙
と

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
２
つ
の
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
午
後
９
時
1
0
分
か
ら
壬
生
中
央

公
民
館
中
ホ
ー
ル
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
投
開
票
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
投
票
率
は
前
回
の
参
議
院
議
員
選
挙

よ
り
2
2
・
5
1
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
、
5
4
・
4
1
％

で
し
た
。

○比例代表選出議員選挙の投票状況○栃木県選出議員選挙の投票状況

犬 男 女 計

当日有権者数 15,131 15,774 30,905

投　票　者　数 8,451 8､364 16,815

棄　権　者　数 6,680 7,410 14,090

投　　票　　率 55.85％ 53.02％ 54.41％

犬 男 女 計

当日有権者数 15､131 15,774 30,905

投　票　者　数 8,454 8､361 16､815

棄　権　者　数 6,677 7,413 14､090

投　　票　　率 55.87％ 53.00％ 54.41％

○栃木県選出議員選挙候補者別得票数
○比例代表選出議員選挙得票数

政党等の名称 得票数 政党等の名称 得票数

公　　　　　　明 1､451 自由民主党 5,617

第二院クラブ 187 女　　性　　党 166

青年自由党 119 自　由　連　合 ｱ4

日本共産党 1,445 維新政党・新風 17

社会民主党 803 自　　由　　党 1､444

新党さきがけ 156 新　社　会　党 192

民　　主　　党 4､346 スポーツ平和党 192

候補者名 党派名 得票数

やなせ　進 民　主　党 6,465

高橋　いわお 社会民主党 607

上吉原　一天 自由民主党 2,342

矢野　てつろう 自由民主党 4,770

山田　イチロー 青年自由党 219

いなば　たくお 無　所　属 303

梅　木　恒　明 自由連合 85

野村　せつ子 日本共産党 1,369

　
　
　
壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
十
四
）

学
校
唱
歌
の
生
み
の
親

　
　
烏
居
　
恍
（
と
り
い
ま
こ
と
）

　
　
　
　
１
８
５
３
年
（
冨
永
６
年
）
～
１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）

　
　
「
箱
根
人
里
」
の
作
詞
者
と
し
て
佃

ら
れ
る
鳥
居
掟
は
、
明
治
の
音
楽
教
育

界
で
作
詞
者
、
理
論
家
、
国
文
学
者
と

し
て
幅
広
い
先
駆
的
な
活
躍
を
し
た
人

物
で
す
。

　
１
８
８
０
年
（
明
治
1
3
年
）
に
音
楽

取
肩
掛
（
東
京
音
楽
学
校
の
前
身
）
の

門
を
く
ぐ
っ
た
沈
は
、
１
８
８
４
年

（
明
治
1
7
年
）
頃
か
ら
唱
歌
（
音
楽
）
の

普
及
の
た
め
に
講
演
し
執
筆
し
、
ま
た

自
ら
唱
歌
会
（
音
楽
予
備
校
）
を
興
し

て
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
詫
は
、
１
８
９
１
年
（
明
治
2
4
年
）

か
ら
１
９
３
１
年
（
大
正
２
年
）
に
依

願
退
職
す
る
ま
で
の
2
2
年
間
、
東
京
音

楽
学
校
（
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
の

前
身
）
　
の
教
授
と
し
て
、
主
に
和
漢
文

や
詩
歌
を
担
当
し
て
東
京
音
楽
学
校
生

の
精
神
を
培
い
、
数
多
く
の
作
詞
を
行

っ
て
、
そ
れ
ら
を
幾
度
と
な
く
開
校
の

演
参
会
の
舞
台
に
の
せ
ま
し
た
。
ま
た
。

《
君
が
代
》
を
含
む
『
祝
日
大
祭
日
唱

歌
』
　
の
歌
詞
の
選
定
や
唱
歌
集
の
編

集
・
出
版
な
ど
、
開
校
の
事
業
に
数
多

く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
鳥
居
枕
の
長

年
の
授
業
が
常
に
彼
自
身
の
た
ゆ
ま
ぬ

研
究
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

『
古
今
和
牡
集
』
や
『
方
丈
記
』
な
ど

の
古
典
文
学
に
関
す
る
数
冊
の
著
書
が

何
よ
り
の
証
し
で
す
。

　
な
お
、
恍
の
歌
詞
は
〈
箱
根
九
星
〉

（
作
曲
一
滝
廉
太
郎
）
、
〈
ロ
ー
レ
ラ
イ
〉

（
作
曲
ｙ
ジ
ル
ヘ
ル
）
を
含
む
約
１
５

０
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
今
や
わ
ず

か
〈
箱
根
ハ
里
〉
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ

て
い
る
だ
け
で
す
が
、
今
日
の
わ
が
国

の
「
歌
」
の
根
を
手
繰
り
よ
せ
て
い
け

ば
、
ど
こ
か
で
必
ず
恍
の
作
詞
に
行
き

当
た
る
は
ず
で
す
。

フ



一 一一 一 一 一

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ 　 　 　 ■ ■ 　 　 　 還

･ ＝ - -

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■ ㎜ ㎜ ■

　 一 　 － 　 － 一 一 　 　 ‥ -

　 ㎜ ㎜ ㎜ 　 　 ㎜ ㎜ ㎜ 　 　 　 　 　

■ ■ ㎜ 　 　 ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■

　 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ 　 　 ■ ■ ■ ㎜ 　 　 　 　 　 　 　

■ ■ ■ 　 ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜

＿ ＿ ． _ 　 ＿ 　 　 　 　 　 　

． ．

　 　 ■ 　 ・ 　 ㎜

■ ■ ㎜ 　 　 　 　 　 　 ■ ㎜ ■ ㎜ ■ 　 ■ 　 ■ ■

■ 　 　 ■ ■ ㎜ 　 ㎜ ■ 　 　 　 　 　 　

■ ㎜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■ 　 　 　 　 　 　 　

■ ■ ■ ■ 　 　 － ■ ■

　 － 一 一 　 ・

一
- -
－ … … … 一 一 一 一 -　 J I ≡ ･ . j

　 ･ ･ ･ - － - - - ‥ ･
　 ■ ■ ■ ■ ■ ･ ㎜ ■ ■ ■

　　　　　　　　－　　　　　　　゛‾　－　ぷ　　　z･　t　　．　　　　　　　　　－　ご_　　･--一一　－　　－　　　J｡.　　　　　　　　　2.　･_.-,..･-＝･.　ﾐ_　－7　-＝

∧　ふ二八戸＼/j ゛
5 Jj〉⊂ﾚ

ご〉う/i;ご｀布j

………壬生町立

　　しもだい保育園｡

西
山
先
生

蟻
生
先
生

小
平
調
理
員

板
橋
用
務
員

出
井
先
生

篠
原
先
生

岡
田
園
長

先
生
紹
介

（
園
児
を
囲
む
よ

う
に
右
か
ら
）
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み
ん
な
で
か
ま
く
ら
を
作
っ
た
ん
た
よ
。

ち
ゃ
ん
と
中
に
入
れ
る
ん
だ
か
ら
ー
・

ぼくたちの保育園には、大きな桜の木が

あるんだよ。春になったら遊びにおいで。

こんにちは、しもだい保育園です。

太陽の下で水遊び。楽しいな。

どのおイモにしようかな？

今日は焼き芋パーティー

Ｎ０．２

８

ワ
ッ
シ
ョ
イ
ー
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ー
’
み
ん
な
ハ
ッ
ピ
姿

朝から虫取りに夢中、｢いたいた｣、｢シー｣、｢にげちやったよ｣レ蝉やかぶと､万

とかげ、子どもたちの瞳はキラキラ輝いています。北風が吹くごろ、落ち菓

を集めての焼き芋大会、｢おおきいね｣、｢なかなかほれないぞ｣、｢つかれたー｣、

｢やったー、やっとほれたよ｣、汗を流しながら、白分たちの手で苗を植え、

収穫したサツマイモの昧はとってもおいしいです。

　豊かな自然と家庭的な雰囲気の中で、のぴのびと過ごし、千さようならJ｣

｢またあした｣、｢まってるよー｣と、一日が終わります､………………………ｿﾞ………ﾝ=j:……………:……1………ｿﾞ……:………1………ﾔ

…
…=1:11

　　　　　　　　　　　　犬　二…………y:……………1……ﾂj………し･もだし1保育園議員゛同T………1:11

こちよこちよこちよせんせい

くすぐらないでよ

青活動

アルバム
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肖
回
談
話
赳
団
軟
式
野
球
交
流
大
会

　
引
飽
レ
タ
ー
Ｋ
‐
ｎ
り
Ｏ
ｎ
］
召
目

　
第
2
0
回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
　
　
し
た
壬
生
レ
ッ
ド
は
、
７
月
３
１
日
か
ら

式
野
球
交
流
大
会
を
、
持
ち
前
の
粘
り
　
　
８
月
２
日
ま
で
、
神
奈
川
県
相
模
原
市

強
さ
と
攻
撃
力
で
、
見
事
優
勝
を
果
た
　
　
で
行
わ
れ
た
、
第
1
7
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会

（
軟
式
野
球
交
流
大
会
）
に
栃
木
県
代

表
と
し
て
出
場
、
堂
々
の
準
優
勝
を
お

さ
め
ま
し
た
。

　
壬
生
レ
ッ
ド
は
、
―
回
戦
で
東
京
代

表
の
落
合
レ
ッ
ド
と
対
戦
、
県
予
選
と

変
わ
ら
ぬ
粘
り
強
さ
と
攻
撃
力
で
Ｈ
対

７
と
敗
り
、
決
勝
へ
進
出
、
決
勝
戦
は

埼
玉
代
表
の
加
須
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
と
対

戦
、
３
対
３
と
お
互
い
に
譲
ら
ず
決
着

が
っ
か
ず
、
特
別
ル
ー
ル
の
末
２
対
―

で
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、

　　元町在住の板橋梅治さんの健康法は60年以上

　も続けている弓道。今年82歳になりますが現役

　バリバリで、毎週水曜、土曜、［］曜日に行われ

Ｉ　ている練習には、所属している壬生町体育協会

　弓道部の若い人たちに混ざり、練習に励んでい

　ます。

　　７月12田こ野木町で行われた郡民体育祭にも

　選手として出場、すばらしい活躍を見せました。

栃
木
県
代
表
と
し
て
、

躍
を
見
せ
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
活

言言しッ⑤レ⑤⑤言

　万町脊与クラブ（清水　茂会長）では、毎週月曜日に大師町第１公

園で、鉄球を標的に目かけて転がすゲーム、「ペタンク」の練習を行

なっています。

　その中でも、最高齢の高橋ますさん（91歳）は、ペタンクの練習に

毎週参加し、他の会員といっしょに体を動かしています。

　約700言の重さがある鉄球を、コート内に転がる標的の球をめがけ

て転がしていくのですが、ますさんは、常に安定した高成績をあげて

るのか］と驚いていま

す。

　そのほか、クラブの

お花見や旅行、カラオ

ケ犬合などにも積極的

に参加し、長寿社会を

元気に過ごしているま

すさんは、会員たち全

員のお手本です。

白
回
漕
順
子
‰
（
言
言
回
Ｈ
）
命
野
犬
更

　
　
（
財
）
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
主
催

の
第
1
6
回
全
日
本
小
・
中
学
生
女
子
個

白
石
加
奈
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）

三
上
師
範
（
左
）
と
父
の
英
明
さ
ん

人
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
・
県
予
選
大
会

が
７
月
Ｈ
日
、
小
山
市
の
栃
木
県
県
南

（
後
列
）

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
本
町

の
白
石
加
奈
子
さ
ん
（
壬
生

町
少
年
剣
道
教
室
・
壬
生
小

学
校
５
年
）
が
、
小
学
生
の

部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
加
奈
子
さ
ん
は
、
小
学
１

年
よ
り
剣
道
を
始
め
、
三
上

師
範
（
壬
生
町
少
年
剣
道
放

言
を
は
じ
め
、
お
父
さ
ん

の
英
明
さ
ん
ら
の
指
導
の
も
と
、
熱
心

に
練
習
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
初
戦
か
ら
積
極
的
な
試
合
展

開
に
よ
り
勝
ち
進
み
、
持
ち
前
の
粘
り

強
さ
と
普
段
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
白
石
さ
ん
は
、
９
月
1
3
口
に

佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
、

栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
、
そ
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

９



ら ゛

　
　
「
１
週
間
ぐ
ら
い
、
泊
ま
り
か
け
て

湯
治
に
行
く
の
が
楽
し
い
で
す
ね
二

と
い
う
梁
高
定
詰
さ
ん
。
サ
ヨ
さ
ん
夫

妻
は
、
温
泉
旅
行
に
お
二
人
で
、
ま
た

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
出

か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

密達者　　ソ

カッフル=俳

鹿　島

　梁島 定価さん(ワ５)

サヨさん回ワ)
夫妻

写|写7
目

　春

　ス

　ケ

　ッ

チ

紆

９
へ
、

壮大な自然に魅かれる

　　　安塚三　　戸叶　順子さん

　オーストラリアで珊瑚礁の海に潜り、大自然の魅力にひ

かれたという順子さんは、それ以来、壮大な自然を見に出

かけることが趣味になりました。

　この秋にはアメリカのグランドキャニオンに行き、小型

機で空から見学してくる予定だそうです。

　「現在習っている英会話に磨きをかけたい。それから、

アウトドアを楽しんでみたい」と、日々新しいことにチャ

レンジする順子さんです。

｢ぼくの友達｣

稲葉小学校５年

　　　　　　豊　後　達　也

｢びよーんアノア｣

稲葉小学校２年

　　　　　江　田　知奈美

礁
◎
⑩
忌
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大
正
Ｈ
年
に
生
ま
れ
た
定
治
さ
ん
　
　
た
。

は
、
稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
　
　
　
定
詰
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
消
防
団
の

だ
後
、
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
　
　
部
長
、
農
業
委
員
、
自
治
会
長
な
ど
を

　
大
正
1
0
年
に
生
ま
れ
た
サ
ョ
さ
ん
　
　
つ
と
め
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
農

は
、
旧
吹
上
村
（
現
在
の
栃
木
市
）
の
　
　
業
の
方
も
長
男
夫
妻
が
後
を
継
い
だ
の

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
の
　
　
で
、
と
き
お
り
農
作
業
の
手
伝
い
を
す

農
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
和
裁
・
洋
　
　
る
ほ
か
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
写
真
な

裁
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
趣
味
に
う
ち
こ
ん
で
い
ま
す
。
ま

　
白
一
人
が
結
婚
し
た
の
は
昭
和
1
6
　
　
た
、
毎
晩
２
合
の
晩
酌
を
楽
し
ん
で
い

年
、
定
詰
さ
ん
が
1
9
歳
、
サ
ョ
さ
ん
が
　
　
ま
す
。
サ
ョ
さ
ん
の
趣
味
は
、
「
友
達

司
威
の
時
の
こ
と
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
の
家
へ
行
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ

　
戦
争
中
、
定
詰
さ
ん
は
昭
和
1
8
年
に
　
　
と
」
だ
そ
う
で
す
。

中
国
の
青
島
に
向
か
い
、
山
百
害
で
行
　
　
　
　
「
若
夫
婦
が
よ
く
や
っ
て
く
れ
る
の

車
中
に
終
戦
の
知
ら
せ
を
聞
き
ま
し
　
　
で
、
家
の
事
は
心
配
な
い
で
す
。
」
と
、

た
。
終
戦
後
は
翌
2
1
年
に
帰
国
し
、
以
　
　
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご
す
お
二
人
で

来
お
二
人
で
農
業
を
営
ん
で
き
ま
し
　
　
す
。

羽
生
田
地
区

八
幡
宮
が
完
成

　
羽
生
田
地
区
の
ハ
幡
宮
の
拝
殿
な
ど

が
新
築
さ
れ
７
月
１
８
日
、
関
係
者
多
数

が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
ハ
幡
官
は
、
７
７
２
年
（
宝
亀
２

年
）
に
建
て
ら
れ
、
≒
２
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
羽
生
田
地
区
の
守

護
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
５
回
の
建
て
替
え
が
行

わ
れ
、
前
回
は
１
８
９
２
年
（
明
治
Ｅ
一

言
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
年
の

風
雪
に
よ
る
老
朽
化
か
ら
新
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
築
に
当
た
っ

て
は
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
に

各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
建
設
委
員

に
よ
り
建
設
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
建

設
に
取
り
組
み
、
拝
殿
、
神
殿
、
本
殿

な
ど
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
落
成
の
お
祝
い
に
町
無

形
文
化
財
の
国
谷
五
段
囃
子
の
お
囃
子

が
流
れ
る
中
、
竣
工
報
告
祭
や
建
設
記

念
碑
の
除
幕
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

チピッ子アルハム

i大

孝行ちぺ(1歳)･みどりちゃ頑歳)･かおりちゃ頑歳)　　　　　　り　ほ（8か月）・里穂ちゃん（3歳）　ゆ　い結衣らやル

　　ｽﾞﾌﾞﾚﾌﾞ［幸町四丁胆　　　　　　　　　よ］寒ﾌﾞ江　ｽﾞｽﾞ］ﾌﾞ（おもちゃのまち）

　お母さんから一言　　　　　　　　　　　　　　　　　　お母さんから一言

　　我家の加わいいくまちゃん＆うさちゃん･　　　　　　一　　　　　一々ヽヽ１
　　やんちゃな妹にやさしいお姉ちゃんです。　　　　　　　二人仲よく　瓦刄でね。

　　どうぞ　よろしく。

　「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを添えて

11　町総務部企圃財絞課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。



　
壬
生
町
商
工
会
婦
人
部
（
林
　
光
代

部
長
）
恨
例
の
環
境
美
化
活
動
が
７
月

1
4
日
、
会
員
約
3
0
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
岡
部
の
奉
仕
活
動
並
び
に
環

境
美
化
運
動
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
目
は
、
朝
５

時
3
0
分
に
集
合
し
、
黒
川
東
雲
橋
付
近

の
両
岸
及
び
東
雲
児
童
公
園
の
花
火
の

燃
え
か
す
や
空
き
缶
、
ゴ
ミ
な
ど
を
拾

い
美
化
運
動
に
努
め
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
、
し
も
だ
い
保
育
園
で
園

児
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
「
七
夕
飾
り
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
度
県
の
指
定
を
受
け

た
世
代
間
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

園
児
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
保
育
園
に
招
い
た
も
の
で
、
こ
の

他
に
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の

招
待
や
し
も
つ
け
荘
の
訪
問
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば-

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
た
金

や
銀
の
星
飾
り
、
祈
り
紙
の
翰
つ
な
ぎ

な
ど
の
ほ
か
、
谷
き
水
屋
さ
ん
や
洋

服
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
・
な
ど
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
将

来
の
夢
を
書
い
た
短
冊
を
竹
に
飾
り
付

け
ま
し
た
。

　　　　－--･===･-
　　　　　一　　一　　　jtこ≧irz;;lΞll77×7可?包

　　　　‾･　　　　　　Ｖ　ｙ　　｀

　第９回町長杯ゲートボ犬ﾚ大会(主催町ゲート

ボール協会･渡部和平会長)が７月２日､町内から

30チームが出場し、町総合運動場で行われました。

　照りつける[]射しのなか、和気あいあいのうち

にも、勝負どころでは猛暑よりも熱い戦いを展開

していました。

{12■I}　優　勝　　北小林チーム

　　　　　　準優勝　　城東チーム

　　　　　　三　位　　幸四会チーム

　
町
交
通
安
全
協
会
（
坂
田
佐
一
郎
会
　
　
い
う
意
味
も
あ
り
、
選
手
た
ち
は
初
心

長
）
、
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
　
　
に
返
っ
て
、
自
動
車
学
校
検
定
員
の
厳

（
人
見
イ
ハ
会
長
）
主
催
の
第
1
7
回
壬
　
　
し
い
審
査
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
安
全
運

転
競
技
大
会
が
７
月
７
日
、
壬
生
自
動

車
学
校
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
交
通
事
故
防
止
を
図

る
た
め
、
道
路
交
通
法
に
定
め
ら
れ
た

通
行
方
法
を
如
何
に
で
き
る
か
を
競
う

も
の
で
、
競
技
は
、
Ｍ
Ｔ
車
、
Ａ
Ｔ
車
、

シ
ル
バ
ー
の
部
に
分
か
れ
、
発
進
か
ら

右
・
左
折
、
ク
ラ
ン
ク
走
行
、
踏
切
通

行
な
ど
が
「
運
転
免
許
技
能
試
験
実
施

基
準
」
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
分
の
た
め
の
交
通
安
全
の
実
践
と

　
成
　
績

《
Ｍ
Ｔ
車
の
部
》

　
優
　
勝
　
越
路
　
治
美
（
釜
ケ
渕
）

　
準
優
勝
　
星
野
　
陽
子
（
上
表
言

《
Ａ
Ｔ
車
の
部
》

　
優
　
勝
　
大
橋
　
葉
子
（
東
下
意

　
準
優
勝
　
海
老
沼
久
子
（
前
宿
坪
）

《
シ
ル
バ
ー
の
部
》

　
優
　
勝
　
吉
田
サ
ク
江
（
上
表
言

　
準
優
勝
　
久
賀
和
代
（
幸
町
苧
且

な
お
、
成
績
上
位
者
は
、
８
月
2
4
日
に

本
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
安
全

運
転
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

栃
木
県
南
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ
る
栃
　
　
入
賞
者
の
皆
さ
ん
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今
吾

八
坂
祭
（
７
／
／
７
／
～
７
／
／
1
6
）

　
お
囃
し
を
奏
で
る
屋
台
や
、
力
強
く
、

掛
け
声
も
勇
ま
し
い
み
こ
し
が
練
り
歩

き
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
渡
辺
会
長

-

つ

　
は
ぐ

ー
に
く

3
1
リ
を
゜

／
ぐ
輪
だ

ア
く
の
し

ぐ
輪
茅
ま

り
の
　
ヽ
リ

・
茅
れ
祈

く
の
訪
を

ノ
ヘ
社
が
災

心
冊
神
人
意

ボ
。
琴
の
病

の
雄
勢
無

茅
　
大
て

　壬生町家庭婦人バレーボづレ協会（渡辺清雄

会長）の設立10周年並びに町長仔犬会25周年等

の記念式典と祝賀会が６月６日、清水町長をは

じめ多数の来賓を迎えて行われました。

　同協会は、町長棒や体育協会長仔、協会長棒

などの大会を通して、それまで外で活躍する機

会が少なかったママさんたちの生涯スポーツと

してのバレーボづレの普及に努めています。

　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

な
た

に
し

よ
ま

し
み

っ
し

(写真右から

　　鈴木さん、中川さん、鈴木さん)

ｙ
ル

町民ｺﾞﾙﾌ大会y゛゛こ
皿汐偉ニヲ

地蔵祭り（ア/18.壬生寺）

　園児たちの踊りや「円仁太鼓」などが

行われ、大勢の人でにぎわいました。

　第13回壬生町民ゴルフ大会が、６月25

引こ星の宮カントリー倶楽部で行われ、

男子115名、女子10名の、あわせて125

名のゴルファーが参加レ腕前を競いま

した。

　入賞者の方々は、左表のとおりです。

総　合　の　部 グロス ネット

優　勝

率優勝

３　位

４　位

５　位

６　位

７　位

８　位

９　位

10　位

中川　匡弘

鈴木　啓苓

橋本　　功

山川　ｸ1男

鈴木　　仁

毛塚　悛照

小田垣忠宏

鈴木　拓男

神長　英幸

安楽　之孝

96

75

92

80

69

94

80

73

90

78

64.8

67.8

68.0

68.0

69.0

70.0

70.4

70.6

70.8

70.8

女　子　の　部 グロス ネット

優　勝

準優勝

３　ｲ立

４　位

５　位

鈴木　啓子

天野　優子

安楽　敬子

佐藤　アイ

石川　靖子

75

89

87

88

81

67.8

74.6

77.4

78.4

81.0

男子グロスの部 スコア

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

鈴木　　仁

鈴木　拓男

根橋　康雄

柏崎　一之

中尾靖一郎

69

73

74

74

75

女子グロスの部 スコア

優　勝 鈴木　啓子 75

首府

ｔ
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

生
垣
を
刈
り
居
て
蛇
に
違
い
と
び
帰
る

不
惑
を
過
ぎ
し
犬
の
男
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

枇
杷
の
実
の
親
指
ほ
ど
し
か
育
た
ね
ど

季
を
違
え
ず
色
づ
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

足
も
と
よ
り
跳
ね
て
草
む
ら
に
か
く
れ

し
は
め
っ
き
り
減
り
し
殿
様
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

顎
の
下
剃
り
の
こ

し
あ
り
白
き
毛
が

言
い
よ
う
も
な
し
憂
い
を
秘
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾

俳
　
　
句

壮

叱
ら
れ
て
泣
き
寝
す
る
兜
よ
雷
遠
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
八
重
子

状
差
し
に
さ
さ
れ
し
ま
ま
の
団
扇
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
本
宮
一

宴
銭
箱
提
げ
て
走
る
よ
祭
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

夏
花
壇
今
年
も
計
画
だ
け
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
林
キ
ミ
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　　　　　　　　　　　　共演　壬生少

一町

合唱団

☆日　時　12月13日(日)＊開場：午後６時

　　　　　　　　　　　　　＊開演：午後６時30分

☆会　場　壬生中央公民館大ホール(城址公園ホール)

☆入場料　２

､

０００円(全自由席)

　※入場券は

、８月26日より、壬生中央公民館、稲葉・

　　南犬飼出張所

、武壬生町施設振興公社事務所(総合

　　公園内)で取り扱います．

☆主　催　闘壬生町施設振興公社

☆後　援　壬生町教育委員会

☆問台せ先　壬生中央公民館酋８２

-

０ １ ０ ８

金
１
千
円
①

金
３
千
円
⑩

金
１
万
円
⑤

！
Ｉ
Ｌ
－
Ｌ
－
－
－
ｊ
－
ｊ
ｔ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
）

｜

｜

｜

｜

｜
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匿
　
　
名
　
様

羽
生
田
西
部
親
睦
今
様

　
　
　
（
様
）
県
南
環
境
様

　
　
　
　
　
　
つ
ゆ
草
会
栃
木
支
部
様

金
７
千
２
９
０
円
①

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
立
図
書
館
様

（
壬
生
町
県
民
の
日
記
念
行
事
不
用
本

　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
市
収
益
座

金
５
千
円
⑩
　
　
　
ダ
ン
ス
水
曜
今
様

　まちのうごき

　　　　　８月１日現在

総人口40,030人（　８）

　男　19,752人（　16）

　女　20,278人（△８）

世帯数12,781世帯（10）

　　　（　）内は前月比

盲
１
万
５
１
５
円
①

‐
‐
‐
　
　
　
　
　
　
―
－
』

‐
‐
‐
‐
念
５
万
円
⑩
　
　
　
　
伏
本
美
佐
恵
様

Ｔ
　
　
　
　
　
　
’

○日　時　12月６目(目)＊13 : 00開場

　　　　　　　　　　　　＊13 : 30開演

○会　場　壬生中央公民館犬ホール(城址公園ホール)

○入場料　１､０００円(全自由席)

　※入場券は、８月26日(水)から壬生中央公民館、稲

　　葉・南犬飼出張所、悶壬生町施設振興公社事務所

　　(総合公園内)で取り扱います。

○主　催　賢壬生町施設振興公社

○後　援　壬生町教育委員会

○問合せ先　壬生中央公民館�８２－０１０８

　　　　や

寄
　
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
言

（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

めが　　●●
に大納　国国
納変期　民民
付込藤　年健
付回１づ

バリバ

・す納９Ξ－
　言言宍!

　早ロ旦

９

月
の

納
税
等

　
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
自

治
会
や
地
域
活
動
の
支
援
を
目
的
に
、

行
事
用
テ
ン
ト
（
１
３
張
）
を
購
入
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
の
円
滑
な
事
業

運
営
と
地
域
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
に
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
購
入
し

た
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

行
事
や
活
動
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
総
務
部
企
画
財
政
課

（
�
8
2
‐
１
２
３
４
内
線
２
１
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
1
0
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
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